
JCJ8月集会 「軍拡の動きに、私たちはどう対抗するか—戦後80年を前に」 
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戦争ではなく平和の準備を 
著・編者：川崎 哲／青井未帆  

2024年7月29日発売 
 

加速する戦争準備に抗うための論集。 
 

軍事費の大幅な増加や、さらなる米軍との一体化など、政府は急速に「抑止力の強化」

＝軍拡を進めている。 「安全保障環境の変化」がその口実だが、軍拡がさらなる軍拡を

もたらし、「安全保障環境」を自ら悪化させてはいないか。 戦争への準備そのものが、戦

争のリスクを増やしているのではないか。 そして、だからこそ、私たちは憲法によって、

政府が戦争に備えることを禁じたのではなかったか。 戦争ではなく平和を構想してい

くために、気鋭の研究者や専門家が論点を掘り下げる。 

 

もくじ 
 

はじめに――〈侵食〉に抗する粘り強い思考を（青井未帆） 

第 章 いま、なぜ市民の平和構想が必要なのか（川崎 哲） 

第 章 進む戦争準備と沖縄（池尾靖志） 

第 章 「対米従属」の現在（猿田佐世） 

第 章 変容する日本の国際援助（今井高樹） 

第 章 軍事費増大の構造と歴史（山田 朗） 

第 章 ジェンダーの視点から軍拡を考える（秋林こずえ） 

第 章 「死の商人国家」への堕落をどう食い止めるか（杉原浩司） 

第 章 平和学は平和の実践とどうつながるのか（堀 芳枝） 

第 章 平和のアジェンダを再設定する（君島東彦） 

第 章 【提言】戦争ではなく平和の準備を 

      【声明】「戦争の時代」を拒み、平和の選択を 

おわりに 平和への議論の共有を（平和構想研究会） 

 

著・編者について 
 

川崎 哲（かわさき・あきら） 
ピースボート共同代表。核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）国際運営委員。平和構想

提言会議共同座長。著書に『核兵器 禁止から廃絶へ』（岩波ブックレット）など多数。平

和構想研究会代表。 
 

青井未帆（あおい・みほ ） 
学習院大学大学院法務研究科教授。専攻は憲法学。平和構想提言会議共同座長。著書

に『憲法を守るのは誰か』（幻冬舎新書）、『憲法と政治』（岩波新書）など多数。 
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『戦争とラジオ』関連年表 作成：大森淳郎 

 日  本 放      送 

1925 ・普通選挙法 

・治安維持法 

・社団法人東京放送局、同名古屋放送局、 

 同大阪放送局、開局 

・講演放送の多様性（東京） 

1926  ・社団法人日本放送協会に統合 

・東京放送局解散大会での宣言 

1928 ・治安維持法改正（死刑も）  

1929 ・山本宣治、刺殺される  

1930 ・浜口雄幸狙撃事件 ・「放送局編集ニュース」の開始 

・「ヤンキー放送網の方針」（大阪報道部） 

・「婦人と世界平和」（大阪・西本三十二） 

1931 ・満州事変  

1932 ・満州国建国宣言 

・五・一五事件 

・逓信省による「全国ラジオ調査」 

・「放送プログラム編成者の悩み」（奥屋熊郎） 

1933 ・国際連盟脱退 ・関東軍から日本放送協会に感謝状 

1934 ・ワシントン軍縮条約破棄 ・日本放送協会の組織改革 

・「放送編成会」設置 

1935  ・講演放送に自由主義者を出演させる（池島重信） 

1936 *二・二六事件  

1937 ・日中戦争勃発 

・国民精神総動員実施要項 

・『中学生・女学生の時間』（大阪・西本三十二） 

 

1938 ・国家総動員法  

1939 ・第二次世界大戦起こる  

1940 ・大政翼賛会創立  

1941 ・太平洋戦争勃発 ・「淡々調」から「雄叫び調」へ 

1942 ・ミッドウエー海戦  

1943 ・アッツ島守備隊全滅 ・「報道」から「報導へ」 

・奥屋熊郎、日本放送協会を去る 

1944 ・サイパン島陥落  

1945 ・敗戦  
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ラジオと戦争 放送人たちの「報国」 

［著］ 大森 淳郎 ［著］ ＮＨＫ放送文化研究所 
発売日 2023年06月26日 

 

 
 1925 年に登場し、瞬く間に時代の寵児となったラジオ。そのラジオ放送に携

わった人々は、ラジオの成長と軌を一にするかのように拡大した「戦争」をど

う捉え、どう報じたのか、あるいは報じなかったのか。また、どう自らを鼓舞

し、あるいは納得させてきたのか。そして敗戦後はどう変わり、あるいは変わ

らなかったのか――。 

 上記をテーマに、ＮＨＫ放送文化研究所の月刊誌「放送研究と調査」は、

2017 年8 月号～21 年12 月号で、5 年にわたり「戦争とラジオ」を掲載した。そ

の連載を単行本化したものが本書である。筆者の大森淳郎はＮＨＫのドキュメ

ンタリー番組のディレクターとして、戦争中のラジオについても長年取材を続

けたのち、2016年～22年12月まで同研究所の特任研究員を務めた。 

 本書では、記者・ディレクター・アナウンサー…といった「放送人」たちが

遺した証言と記録、ＮＨＫにある稀少な音源・資料などを渉猟し、丁寧にたど

り、検証しながら、自省と内省の視点を欠くことなく多面的に「戦争とラジ

オ」の関係を追う。 

 ひいては、非常時において、メディアに携わる者がどのように思考・模索

し、振る舞うべきなのかをも照射したノンフィクション。 

 
 

 

 

 
序 

第１章：国策的効果をさらにあげよ ー検証・戦時下ラジオニュース 

第２章：前線と銃後を結べ ー戦時録音放送を聴く 

第３章：踏みにじられた声 ー戦時ラジオ放送への道 

第４章：日本放送協会教養部・インテリたちの蹉跌 ー講演放送・学校放送は

何を伝えたのか 

第５章：慰安と指導 ー放送人・奥屋熊郎の闘い 

第６章：国策の「宣伝者」として ーアナウンサーたちの戦争 

第７章：敗戦への道 ー「負け戦」はどう伝えられたのか 

第８章：敗戦とラジオ ー何が変わらなかったのか 

あとがき 

目  次 

紹 介 
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